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アフリカ生まれの
佐賀育ち、

「「ババララフフ」」
�バラフの花：通称アイスプラント。バラフは佐賀大学の商標。自
然条件下では長日条件（６～７月）で開花する。

�バラフ栽培状況：水耕栽培のベット風景。最適な栽培条件で
は、４ヶ月程の収穫期間が続く。収穫対象は、若芽の部位。

�バラフの販売：２００８年佐賀バルーンフェスタ会場うまかもん
市場での販売風景。佐賀市内ではアルタ、季楽、玉屋・ふる里
館などで販売中。
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事業報告

収支決算

科 目 １９年度実績 摘 要

前年度繰越金 ５９０，０２２

会 費 ３，９８８，０００

学 生
（新入生） １１０，０００ 入会金（Ｈ１９）５名×２千円＝１０，０００円

会 費（Ｈ１９）５名×２万円＝１００，０００円

一 般 会 員 ３，８７８，０００ 年会費 延１，１４４名×２千円＝２，２８８，０００円
終身会費 ５３名×３万円＝１，５９０，０００円

記 念 誌 販 売 １２，０００ 農学部創立５０周年記念誌８００円×１５部

雑 収 入 １，２１１ 預金利息

計 ４，５９１，２３３

科 目 １９年度実績 摘 要

前年度繰越金 ８，９１３，６８５

一 般 分 ａ ８，９１３，６８５

会費平準化準備金ｂ ０

入 会 金 ｃ ２，５００ 新入生入会金
（Ｈ１９．５名）×５００円＝２，５００円

会費平準化準備金ｄ １，５９０，０００ 一般会計より繰り入れ（終身会費相当額）

雑 収 入 ｅ ７，１８１ 預金利息（普通）

計 １０，５１３，３６６
※支出はなく全額次年度へ繰越

会計監査報告

科 目 １９年度実績
（Ｂ） 摘 要

事 務 費 ３１３，５３６ 総会案内、各支部総会等出席

会 議 費 １６６，８２６ 総会資料代、役員会経費

事 業 費 ８８８，２１０

＊同窓会会報創刊号発行・送料など（５，１００
部） ３６６，３４７円
＊名簿情報管理（後納郵便料、人件費、印
刷代など） ２５７，８８０円
＊キャリアデザイン講師旅費（１名）

７６，６７４円
＊就職ガイダンス講師旅費・講演料

１０，５７８円
＊同窓会旗５枚・横断幕１枚 １４９，８３５円
＊会費振込み手数料 ２６，８９６円

組 織 強 化 費 １１７，８２７ 各支部総会等出席時の御祝 ７０，０００円
支部設立に懸かる通信費 ４７，８２７円

全学同窓会負担金 ６６，０００
新入生入会金・会費の６０％
５名（Ｈ１９年）×（２千円＋２０千円）×６０％＝

６６，０００円

特別会計への繰出金 １，５９２，５００

新入生入会金 ２，５００ 新入生入会金 ５名×５００円＝２，５００円

会費平準化準備金 １，５９０，０００ 終身会費（５３名分）

予 備 費 ０

計 ３，１４４，８９９

平成１９年度事業報告及び収支決算

平成１９年度は役員会を６回開催し、次の事業を執
行すると共に、臨時総会を開催し会則の一部改正を
行うなど、より円滑な同窓会活動に努めました。
� 会員や大学先生方など多くの皆様の投稿を頂き
同窓会報を創刊（５，１００部）。

� 大学主催のキャリアデザイン講座や就職ガイダ
ンスの講師として会員を派遣。

� 個人情報保護の観点から名簿発行を中止し、同
窓会で会員名簿を管理。

� 農学部・全学同窓会支部への支援活動。

� 一般会計

〔収入〕（Ｈ１９．７．１～Ｈ２０．３．３１）

〔差引残〕

（収入）４，５９１，２３３円－（支出）３，１４４，８９９円＝
１，４４６，３３４円（次年度へ繰越）

� 特別会計（Ｈ１９．７．１～Ｈ２０．３．３１）

平成１９年度分の会計監査を実施したところ、会計
諸帳簿及び証拠書類、預金通帳等いずれも適切に処
理されていたことを認めます。

平成２０年６月２１日
監事 澤野 兵五
監事 石川富美夫

〔支出〕（Ｈ１９．７．１～Ｈ２０．３．３１）

佐賀大学農学部同窓会報 ありあけ 第３号
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事業計画

収支予算

科 目 ２０年度予算 摘 要

前年度繰越金 １，４４６，３３４

会 費 ４，０４６，０００

学 生
（新入生） ３，６０８，０００

入会金
（Ｈ１７；１名＋Ｈ２０；１６３名）×２千円＝ ３２８，０００円
会 費
（Ｈ１７；１名＋Ｈ２０；１６３名）×２万円＝３，２８０，０００円

一 般 会 員 ４３８，０００ 年会費 延３９名・年×２千円＝７８，０００円
終身会費 １２名×３万円＝３６０，０００円

記 念 誌 販 売 ０

雑 収 入 ６６６ 預金利息

計 ５，４９３，０００

科 目 ２０年度予算 摘 要

事 務 費 ７３０，０００ 総会案内、各支部総会出席旅費

会 議 費 ３００，０００

総 会 費 １７０，０００ 懇親会、資料など

役 員 会 費 １３０，０００ 食事代、会場使用料

事 業 費 ８１０，０００

＊会報印刷代 １００千円（５千部）×２回、
送料２５０千円 ４５０，０００円
＊キャリア講師旅費（１名） ８０，０００円
＊会費納入促進（プリンター・トナーなど）

７０，０００円
＊就職ガイダンス講師旅費・講師料など

５０，０００円
＊同窓会長賞表彰 ５０，０００円
＊同窓会旗（２．５万円×２） ５０，０００円
＊大学との意見交換会経費 ６０，０００円

組 織 強 化 費 １５０，０００ 各支部総会等出席時の御祝 ７０，０００円
支部助成金 ８０，０００円

全学同窓会負担金 ２，１６４，８００ 新入生入会金・会費の６０％
１６４名×（２千円＋２０千円）×６０％＝２，１６４，８００円

特別会計への繰出金 ４４２，０００

学 生 入 会 金 ８２，０００ 新入生入会金１６４名×５００円＝８２，０００円

会費平準化準備金 ３６０，０００ 会費平準化準備金（終身会費１２名分）

予 備 費 ８９６，２００

計 ５，４９３，０００

科 目 ２０年度予算 摘 要

前年度繰越金 １０，５１３，３６６

一 般 分 ａ ８，９２３，３６６

会費平準化準備金ｂ １，５９０，０００

入 会 金 ｃ ８２，０００ 新入生入会金（Ｈ２０；１６４名）

会費平準化準備金ｄ ３６０，０００ 終身会費（１２名）

雑 収 入 ｅ ４，３１５ 預金利息

計 １０，９５９，６８１

一般分（ａ＋ｃ＋ｅ） ９，００９，６８１

会費平準化準備金（ｂ＋ｄ） １，９５０，０００

※支出はなく全額次年度へ繰越

農学部同窓会役員 （Ｈ２０・２１年度）

役職 担 当 氏 名 卒年・学科（専攻） 勤務先

会 長 松尾 正紀 ４３・農学（育種）

副会長 山口 郁雄 ５２・農学（農経） 高志館高校

副会長 光富 勝 ５１・農化（食品） 佐大農学部（生命機能）

理事長 溝口 善紀 ５３・農学（病理） 佐賀中部農林事務所

理 事
（１５名）

編集委員 白武 義治 ５１・農学（農経） 佐大農学部（生物環境）

編集委員 有馬 進 ５２・農学（農経） 佐大農学部（生物環境）

編集委員 吉賀 豊司 Ｈ２・園芸（応動） 佐大農学部（応用生物）

編集委員 田中 宗浩 Ｈ４・生生（施設） 佐大農学部（生物環境）

会 計 郡山 益実 Ｈ７・生生（浅海） 佐大農学部（生物環境）

編集委員 信原 浩二 Ｈ２・園芸（蔬菜） 県農業試験研究センター

支部連絡員 松浦源三郎 Ｈ３・農化（土壌） 佐賀中部農林事務所

支部連絡員 西池 大生 Ｈ５・生生（干拓） 県農地整備課

支部連絡員 福地 浩二 Ｈ１・農学（農経） ＪＡ佐賀中央会

支部連絡員 外戸口良文 ６１・農土（干拓） 佐賀農業高校

支部連絡員 福田 喜隆 ６３・農土（土改） 佐賀市議会事務局

編集委員長 北川 行俊 ３７・農学（園芸） （前会長）

編集委員 林 暉宏 ４５・農学（園芸） 佐賀県農業信用基金協会

会 計 宝蔵寺 博 ４５・農土（土改） 佐賀県土地改良事業団体連合会

編集委員 古川 辰馬 ４０・農学（育種）

監 事
（２名）

江頭 俊雄 ４９・農学（作物） ＪＡさが

森田 昭 ５２・農学（農経） 県農業大学校

佐賀県庁支部長 福島 末行 ５０・園芸（果樹） 県農業技術防除センター

佐賀県教職員支部長 水田 和彦 ５１・農土（農機） 佐賀農業高校

佐賀県農協連支部長 納富 敏明 ５６・農化（食管） ＪＡさが

熊 本 県 支 部 長 山本 秋夫 ４８・農土（干拓） 熊本県上益城振興局

農業自営者の会長 角田 良正 ５０・農学（農経） 自営

佐 賀 県 支 部 長 江原 忠彰 ３２・農学（園芸）（元会長）

平成２０年度事業計画及び収支予算

平成２０年度は会員が同窓会をより身近なものとす
るために、支部体制の充実や、会報を全会員に配布
するなど各種情報の提供に努めるとともに、大学と
同窓会との意見交換会の開催など、大学と連携した
取組みを行います。
� 大学と同窓会との意見交換会の開催
� 会報「ありあけ」の発行・配布（６月、１２月）
� 同窓会会員名簿の管理。
� 同窓会支部活動に対する助成。
� 農学部同窓会長賞の授与
� キャリアデザイン講座等への会員派遣

� 一般会計〔収入〕（Ｈ２０．４．１～Ｈ２１．３．３１）

〔支出〕（Ｈ２０．４．１～Ｈ２１．３．３１）

� 特別会計（Ｈ２０．４．１～Ｈ２１．３．３１）
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●佐賀大学公開シンポジウム
－循環型社会へ向けた
食料生産・加工・消費システムの研究・開発－

農学部主催の公開シンポジウム「循環型社会へ向

けた食料生産・加工・消費システムの研究・開発」

が６月２１日�に、佐賀大学農学部大講義室で開催さ
れました。

農学部では、学長経費（中期計画実行経費）事業

として、上記テーマに関する総合的な研究・開発が

平成１６年度から５カ年計画で行われていますが、平

成１９年度は過去３年間の研究・開発で得られた研究

シーズをもとに、提案公募型研究として実施されま

した。今回は「食料資源開発のための小動物と微生

物の生態制御に関する研究」、「環境汚染物質集積土

壌の安定化処理技術の開発」、「食品成分の生理機能

探求と有効

利 用」、お

よび「中山

間・平坦純

農村地域に

おける地域

資源の循環

的利活用型

システムに

関する実証

的研究」の

４研究課題

が採択され、

プロジェク

ト研究が行

われました。

当日は、卒業生、教職員、高校生など約１２０名が

参加しました。研究成果を発表していただいた先生

方には、高校生にも理解できるように解りやすく説

明していただき、聴衆は熱心に聴き入っていました。

来年度の公開シンポジウムにも、多くの卒業生の皆

様に参加していただきますようお願い申し上げます。

光富 勝（農化・５１年卒）

演題と講演者は次の通りです。（発表順、敬称略）

１．黄河流域観測圃場における土壌水分および塩分移動

－中国黄土高原における農業の問題点－ 長 裕幸

２．地域農業と食品製造業によるソーシャル・マーケティング

白武義治

３．西日本におけるカブモザイクウイルス集団の遺伝構造

－農作物にもエイズやインフルエンザみたいな病原体があるよ－

大島一里

４．佐賀特産食品でメタボリックシンドロームを予防する

柳田晃良

佐賀大学農学部同窓会報 ありあけ 第３号
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●
●
●
●
●
●
●

シリーズ�
応用生物科学科 熱帯作物改良学研究室

本研究室は、旧熱帯作物学研究室を引継いだ

研究室である。今までの担当教員は、山川豊先

生（元学長）、佐本四郎先生、和佐野喜久生先

生で、現在は東江栄准教授と私・野瀬が担当し

ている。また、大島健三さんも技術職員として

多大な協力を頂いている。

研究課題は、山川先生時代においてはイネ品

種「レイホウ」が育成され、和佐野先生時代に

は、イネ紋枯病抵抗性・感受性系統の育成およ

び我国稲作起源の育種・栽培学的研究がなされ

てきた。現在は、光合成と炭素代謝をキーワー

ドにして、生態学・生理学・生化学・分子生物

学的な手法を用いて、�パインアップルおよび

アイスプラントの CAM型光合成制御機構の解

明、�アイスプラントの NaCl吸収・蓄積メカ

ニズムの解明＝＞アイスプラントの佐賀県特産

野菜化および塩類集積土壌技術の開発、�イネ
紋枯病抵抗性・感受性の分子メカニズムの解明

＝＞サステイナブル・クロップモデルの開発、

�サトウキビの低温抵抗性機構の解明＝＞低温

耐性サトウキビの開発、�マングローブ林の炭
酸ガス固定能力の評価＝＞Clean Development

Mechanism（CDM）を利用したマングローブ林

再生、を中心に実施している。

育てる人材は、研究者、農業法人リーダー、

海外で働く農業専門家の３分類を目標にしてい

る。過去５年間の就職状況として、研究者には

公務員選択を含め１７名、海外志向組みとしては

JICA専門家・海外コンサル各１名、海外青年

協力隊２名である。農業法人リーダとして学生

ベンチャー「農研堂」に２名、本グループには

会社関係就職も含めた形としているために上記

以外の卒業生が含まれ、その主な職場は、農協

系６名、種苗会社３名、農産物製造関係４名、

食品販売関係７名等々となっている。

何よりの課題は、看板に掲げた名前に沿った

実態が実現されているか？だと努力を重ねてい

るが、その評価は卒業生の皆さんによるものだ

と思っている。

野瀬 昭博（農学部長）

スマトラ島マングローブ調査休憩

インドネシア・北スラウェシ：Aha～熱帯

バラフ販売パック 熱帯作物改良学研究室メンバー
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佐大への提言（�）
横浜市 平山 伸
（Ｓ６０年卒・生物化学）

数年前まで佐大には共同研究や各種講演会で度々
訪問してきたが、同時に他の国内外の大学へも行く
機会を得て、その際、佐大ではどうだろうか？とい
う考えがいつも頭の中を巡っていた。その経験から
外から見た佐大について感じたことを数回に分けい
くつか紹介し、佐大の今後に向けた議論の場とした
い。

１ 美術・博物館機能を備えたPR館の設置
外から佐大を見ていると、どのような研究がなさ
れ、どのような成果が生まれ、どのような特徴ある
設備があるか等が分かりにくい。これは、多くの大
学に共通した課題でもある。特に、農学部では、こ
れまで開発してきた新品種や栽培技術を紹介するに
は、新規な機械的装置の紹介とは異なり、難しさも
ある。
そこで、美術・博物館と広報機能を備えた PR館
の設置を提案したい。オープンキャンパス参加者や
各種見学者は、まず、その PR館を見学した後、キャ
ンパスを実際に見てもらうことが想定される。場所
は本庄キャンパス中心のお堀を埋め立て設置するこ
とはどうだろうか。特に佐大には日本を代表する美
術・工芸部門の作品群があり、これらと、農学部で
開発した新規農作物、栽培方法、理工学部で開発し
てきた各種発電装置、化合物、医学部が開発した介
助器具や手術法、旧制佐高の展示物、それらに加え、
内閣総理大臣賞等の各種受賞実績、輩出したオリン
ピック選手・社長・大学教授・作家・芸術家・漫画
家等を一堂に展示してはと考える。また、医学部で
の成果を多く紹介することで、医学部との共同研究
の芽が生まれることを期待したい。この PR館には
地元の伊万里・有田焼や唐津焼のデザインを玄関や
柱に備え、地域密着型大学のシンボルとすることが
佐大にとっても重要と考えられる。また、これら内
容展示や外装には遊び心のある趣が重要なことから
同窓会の支援も必要になろう。この PR館に近い事
例は早稲田大学、神奈川工大学等にあり、美術館の
事例は東京芸術大学にある。また、目指す PR館は
近隣の広島大学や鹿児島大学にある博物館のみの機
能とは異なるため規模はそれらの５－１０倍規模にす
ることが必要であろうし、その余裕あるスペースを
利用した貸し画廊や学生の研究成果を披露する場と

することも考えられる。上記観点から設置すれば佐
大 PR館は多種多様な内容から、市民や受験生に人
気のある、文字通り PR館になるものと確信する。

２ 水辺を設置した佐賀の杜モデル空間の形成
九州の国立大学は、大学キャンパスの緑陰形成に
関しどこも脆弱であり、魅力が少ないのが現実であ
る。その中で緑陰が比較的豊富でトップを行く佐大
の魅力を一層高めるため、経済学部前に寄付・設置
されたケヤキ広場のような複数列の植樹を一層増大
させることを提案したい。特に、本庄キャンパスに
は蓮池や小川等の水空間があり、これらと緑陰をコ
ラボレーションすると、他の大学に無い、魅力的な
空間が形成される。樹高が高いケヤキなどを約８－
１０�間隔で３本×３本を１セットにして、植樹をす
ると、人が自然に集まる空間が形成される。更に条
件を付けると、樹高は経済学部前のケヤキよりも樹
高を高くする必要があり、また、樹種としてはカブ

トムシが集まりドングリが実るクヌギも子供が集ま
る視点から興味深い。この事例は一橋大学、東京学
芸大学、東京農工大学等である。これらの大学では
形成された緑陰の中で近所の子供たちと学生が一緒
に遊んだりする場面を見かけるし、四季折々に、写
真撮影など多数の市民が集う空間となっている。九
州から首都圏を見ると、一見ビルだらけのように想
像されやすいが、上記首都圏の国立大学は九州の国
立大学より遥かに魅力的な緑陰空間となっているこ
とは、訪れる市民の多さからも容易に判断がつく（添
付写真にて樹高が高いこと、樹木間に広い間隔があ
ることを参考にされたい）。
この緑陰形成による上記、佐賀の杜モデル空間の
形成は、緑陰が少なく樹高が低い樹木が目立つ佐賀
平野のモデルでもあり、集客、観光散策での休憩ス
ポットの観点からも一石を投じるものである。目指
すイメージは子供達が鬼ごっこをしたり、昆虫採取

東京農工大学
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や生物・環境学習の場ができる木漏れ日さす空間で
ある。また、佐賀平野の土壌はきめが細かいせいか、
アメリカフウやラクウショウ等、限られた樹種しか
大きくなり難い印象を持つ。例えば農学部前のケヤ
キや教養・大講義室前のＲ．ポーリング博士来校記
念のイチョウは成長が著しく遅い。また、佐賀県庁
前の桜も樹高が低い。従って、佐大キャンパスで樹
高が高い緑陰形成を構築するには技術開発や手入れ
も必要と考えられ、これらの技術やノウハウは佐賀
平野全体に適用できる。いずれにせよ、現実には都
市工学科や農学部、文化教育学部理科専修等の知恵
が必要であろう。

３ 連合大学院の設置形態の検討
５－６年前、国際会議のポスターセッションにて

静岡大学と岐阜大学との連名発表が目に留まり、更
に詳しい問い合わせ先を訪ねたところ、第一声に明
確な回答がなく、更に質問を加えたところ、静岡大
学に籍を置く岐阜大学連合大学院の大学院生であっ
た場面に出くわしたことがある。この時、感じたこ
とは佐大でも同じことがあるのではとの危惧を抱い
たものである。即ち、連合大学院の存在や構成大学
と基幹大学の関係等が第三者に分りにくいことである。
一方、所属する大学院生にとっては、構成する他

大学教官の講義を受けられ、他大学の大学院生との
交流もでき、新たな知識の習得や人脈形成等の利点
も多いのではとも考えられる。なお、博士課程の設
置形態としては、�現状のままの連合大学院の形態、
�連合大学院で学位を佐大にする形態、�佐大の他
の学部との共同設置形態、�佐大農学部だけの単独
設置形態等、が想定され、宮崎大学は�、静岡大学
は�と�の両者、九州大学は�の設置形態である。
他に視点を変えると、時代が変り国立大学が独立

法人化され、文部科学省のホームページでは大学院
博士課程を対象にした数々の大型プロジェクト応募

が毎年行われる中、佐大農学部は文科省の大型プロ
ジェクト応募に対応できるのか懸念される。
私自身は佐大に連合大学院が無かった時期の卒業
生で論文博士のため、博士課程の経験が無く、博士
課程の実態には疎い部分が多分にある。近年、佐大
は「学生中心の大学」を標榜しており、上記時代変
化の背景を考慮すると、CS（customer satisfaction：
顧客満足度）の観点から佐大の修士課程の学生や、
これまでの連合大学院修了者、同窓会等に対し博士
課程設置形態についてアンケート調査を行い、今後
の博士課程設置形態への意見を集約する時期にきて
いるのではないかと考えられる。
卒業生として、少なくとも時代の変化に即し、佐
大にとってメリットが多い大学院博士課程の設置形
態について議論がなされ、これまで各学会等で多数
の受賞・実績を築いてきた伝統ある佐大農学部が、
名実共に益々発展していくことを願うばかりである。

４ 農学部玄関の装飾
近年の佐大を見ていると、新しいビルが建ち、耐
震補強で近代的なイメージに建て替えがなされ、一
見美しい印象になっている。しかし、地域密着性や
伝統的な感性から目をやると、どの建物も現代的な
デザインで建物の角々のエッジが強調され、やや殺
風景な印象を与える（知り合いの他大学の先生も同
じ意見であった。）
そこで、考えたのが、農学部玄関に伝統的な趣の
ある柱の設置や、入り口部分のアール状への変更、
伊万里・有田焼のデザインによる装飾等、お洒落感
を付与させることである。玄関は客人をもてなす入
門機能と同時に、卒業時の記念写真撮影等、大学や
個人にとっても重要な役割を果たす場所である。そ
の場所をより魅力的な空間に変えることを提案した
い。カササギや菱の葉のデザインを付与するのも面
白い。一見無駄とも考えられるが、伝統や地域密着

佐賀大学農学部前景

早稲田大学
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性を表現することで農学部に対する愛着が益々増大
するものと考えられる。更に、玄関付近に枝垂れ桜
を植樹して季節感を演出するのも興味深い。これら
の実現には同窓会の支援や都市工学科や文化教育学
部のデザインの助言も想定される。上記意見に賛同
される方が現れることを期待したい。

５ 時計台の設置
佐大が全国ネットや地元テレビ局で紹介される場
合、ラクウショウ並木から映像が始まることが多く、
ラクウショウ並木が佐大のシンボルとなっているこ
とが容易に伺える。更に、本庄キャンパスでは、数
年前に設置された地域学歴史文化研究センター（菊
楠シュライバー館）は特徴ある三角屋根を有し、デ
ザイン的にも８０年以上前のそれとは想像がつかない
趣で、お洒落な空間形成を演出している。
一方、他大学に目を向けると、東京大学、京都大

学、一橋大学、東京工業大学、長崎大学、東京学芸

大学、東京農工大学、立命館アジア太平洋大学、西
九州大学等には時計台が設置されてシンボルとなっ
ており、待ち合わせ場所としても活用されている（添
付写真を参考にされたい。）ここで注目したいのは、
比較的新しい私立大学でも時計台を設置しているこ
とであり、時計台はその大学のシンボル化に重要な
要素で、かつ即効性のあることを意味するものである。
恐らく、多くの在学生や卒業生が心のどこかに、
佐大に時計台を設置したいとの強い思いがあるので
はと推測される。本庄キャンパスに似合う時計台の
設置場所を想像すると、図書館、理工学部１号館中
棟、大学会館等が想定される。また、本稿１項で紹
介させていただいた PR館も候補かもしれない。更
に安価な設置形態として、理工学部１号館中棟にあ
るような受水槽の囲い部分を改造することも想定さ
れる。時計台設置は同窓生からの賛同も得られやす
い条件と考えられ、同窓会としても支援ができない
か検討しては如何だろうか。

会員の中で、これまで博士号を取得された方を紹介します。

会会 員員 のの 情情 報報

島田 達生さん 小金丸和義さん
（Ｓ４２年卒・植物保護学） （Ｓ５０年卒・醗酵生産学）

�「Scanning Electron Microscopic Study on the Saccus

Vasculosus of the Rainbow Trout：ニジマス血管嚢の

走査電子顕微鏡研究」

�博士（医学）
�久留米大学（昭和５２年）
�ニジマスの第３脳室にある特殊な上衣組織（血管
曩）を独自に開発した凍結割断枝術を駆使して、走

査電子顕微鏡下で三次元的に捉え、塩の調節機構を

解明した。以後、なぜ心臓は休むことなく、ある一

定のリズムをもって動き続けるのであろうかという

謎解きを楽しんでいる。

�大分大学医学部教授

�清酒酵母の育種による新規清酒の開発
�博士（農学）
�鹿児島大学大学院連合農学研究科
�清酒の香りに関してフェニルエチルアルコール高
生産酵母を、味に関してリンゴ酸高生産酵母の育種

を行い、それらの生成機構を酵素活性と遺伝子発現

の両面から解明した。

�佐賀県工業技術センター

①学位論文名 ②取得学位
③学位授与大学名 ④学位論文の概要
⑤現勤務先
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佐賀大学同窓会大分県支部で総会開催

１０月２５日�大分第一ホテルに於いて「佐賀大学同
窓会大分県支部」（別名：豊後はがくれの会）の平
成２０年度の総会並びに懇親会が開催されました。来
賓として佐賀大学同窓会からも松尾農学部同窓会長
をはじめ５名の出席をいただきました。総会の役員
改選では、現行の役員体制、島田会長（農学４２卒）、
牧野事務局長（理工５０卒）が承認されました。参加
者は２６名と昨年同様やや少ない状況でしたが、懐か
しい人々との久しぶりの再会で楽しい時間を過ごす
ことが出来ました。
大分県支部の総会は、例年大分市内で秋に開催さ

れており、これ以外に今年は春の時期に中津市で「梨
の花見」、豊後大野市緒方町で「チューリップ祭り」、
大分市での「ゴルフコンペ」など県内各地で多くの
方々のお世話をいただきながら親睦の場を持つこと
が出来ました。なお、大分県における農学部同窓会
は、現在１０５名であり総会の出席率も例年高く、上
記のような活動の中心的な役割を担っています。特
に、春の「梨の花見」においては高田先輩（Ｓ３８年
卒・園芸学 先の「ありあけ２号」に掲載）の絶大
なる協力のもと恒例の行事となっています。同窓生
の職場は、公務員、ＪＡ、醸造業関係、自営者等様々
であり、なかなか会う機会も少ないため、身近なと
ころから、誰でも気軽に参加出来るような取り組み
を今後も企画していきたいと考えています。

事務局 清末 義信（Ｓ５９年卒・果樹園芸学）

福岡県庁農政部佐和会の活動
農政部佐和会の前身である福岡県庁佐和会の発足

の経過等については、私は全く不案内ですが、昭和
４０年代に佐賀大学出身の数名の先輩が発起人となり、
福岡県庁に勤務していた各部の佐大出身者に働きか

けてスタートしています。
当初は、学部を越えた佐大出身の先輩県庁マンの
集まりであり、さぞかし佐大での思い出や仕事面で
の先輩・後輩のデイスカッションに華が咲いたもの
と推察されます。
その後、年を重ねるごとに福岡県庁に入庁される
佐大出身者が多くなるに伴い、全体の把握が困難に
なり、佐和会の活動も下火になっていったと聞いて
おります。
その様な状況のなか、農政部では農学科、園芸学
科出身者の集まりがなされるようになり、現在「農
政部佐和会」として活動を行っています。
平成２０年度の現職会員が５５名であり、本庁、農林
事務所、農業試験場、防除所、農業大学校、農業改
良普及センター等で活躍されています。近年は、農
政部に採用される人が少なくなり寂しい思いをして
おりましたが、２０年度採用で山田恭子さんが７年ぶ
りに新人デビューとなりました。
活動としては、年１回ですが、７月頃に退職者の
送別と新人の歓迎を兼ねて情報交換と懇親を盛大に
行います。１９年度は、大隈光善氏、古賀渡氏、小柳
廣幸氏、仲 冽氏が勇退されました。
今後は、農学部同窓会との連携を図るとともに会
員相互の親睦交流を深めていきたいと考えております。

会長 大石 一記（会長、Ｓ４７年植物病理学）

佐賀県庁支部の総会開催
佐賀県庁支部では、９月５日、若楠会館において
会員約４０名が参加し、平成２０年度の総会を開きまし
た。平成１９年度の事業実績や平成２０年度の事業計画
などを協議しました。その後役員の改選を行い前会
長の内海先輩から福島が会長を引き継ぐことになり
ました。
また、農学部同窓会の松尾会長に御出席いただき、
平成２０年度事業計画として会報発行計画等農学部同
窓会の最近の動きを中心に話題提供をしていただき
ました。
懇親会では久しぶりに顔を合わせる会員や、今年
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度の新規会員５名（前年度は０名）を迎えて和気藹々
の楽しい時間を過ごしました。

支部長 福島 末行（Ｓ５０年卒・果樹園芸学）

「農協連支部先輩を送る会」を開催
佐賀県では、平成１９年４月に県内８ＪＡが合併し

「ＪＡさが」としてスタートしました。さらに同年
１０月には佐賀県経済連の機能も包括承継し、県域Ｊ
Ａとして事業が開始されました。
さて、佐賀県農協連支部では、去る６月２日に佐

賀市の「はがくれ荘」において、平成２０年６月末を
もってＪＡさが役員を退任される２名の方の「農協
連先輩を送る会」を開催しました。
今回はＪＡさがの専務として農協運動に貢献され

てきました「中島進さん（Ｓ３５年卒農業経済）、松
尾忠男さん（Ｓ３５年卒 農業経済）」が退任されま
した。当日は農協連合同で開催し、うち農学会員約
２０名が農協職場での思い出話や苦労話などを伺いま
した。先輩方の今後ますますのご健勝とご活躍をお
祈りいたします。

支部長 納富 敏明（Ｓ５６年卒・農芸化学）

燦々会（昭和３３年入学生の会）同窓会開催
今回は入学以来５０周年になり福岡県在住の世話人
により平成２０年１０月１５日～１６日に歴史の街太宰府に
て開催され盛況のうち終了しました。
入学した５０年前の昭和３３年は青春を謳歌しようと
心を躍らせ学舎に入ると同時に４月１日売春防止法
が施行され全国の約１２万人の売春婦が消え、１０月に
は巨人軍の長島茂雄が新人王を獲得、１２月１日には
１万円札が発行され又１２月２３日には高さ３３３Ｍの東
京タワーが完成した年でした。
同窓会は世話人代表古賀久男君の挨拶に始まり物

故者への黙祷、乾杯、夫々の近況報告等があり時間
の経つのも忘れ皆が学生時代に戻り佐賀大学学生歌
「楠の葉の」を合唱し万歳三唱で閉会しました。
翌１６日は太宰府天満宮へ参拝し「国宝天神さま」

展が開催されている九州国立博物館に入館し薀蓄を
高め、帰りは太宰府天満宮宮司名代の古賀君の案内

で梅が枝餅の「重ね重ね餅」を小山田茶店で頂き、
また筑豊の炭鉱主達が通ったお市茶屋や通い道のト
ンネルを見学し、３年後の佐賀での再会を約束して
帰路につきました。
世話人は、代表の古賀久男、四丸勝利、熊谷情一
郎、立川信之、原田重利、山田定信、山本久の各氏
でした。

「７３Ａ農園会」同窓会を博多で開催
昭和４８年（１９７３年）４月入学の農学科・園芸学科
合同の第２回同窓会を、福岡県が幹事となり、１０月
４日に博多駅近くの居酒屋を貸し切って開催しました。
参加者は、１９名（農学９名、園芸１０名。一人記念
写真に間に合わず。）で、遠くは千葉県から駆けつ
けてくれ、楽しいひと時を満喫しました。
次回は、２年後の２０１０年に熊本で開催することと
なっています。

黒石 高秋（Ｓ５２・畜産学）

・本号の表紙を飾った「バラフ」については、平成１９年５月発行の「同窓会誌２０号」
に野瀬学部長が詳しく紹介されていますので、それと合せて読んでいただければ、
幸いに思います。

・「会員の広場」では平山 伸さんが「佐賀大学への提言」と題して、これまでの国内外の大学へ行か
れた経験をもとに、大変有意義な提言をされております。続編もご期待ください。
・「支部だより」では、従来の地域や職域等を対象とした同窓会支部が主体でしたが、今回は入学年度
が一緒の同窓会から２件投稿がありました。このような同窓会の投稿も大歓迎です。その際は必ず同窓
会の様子を撮った写真を１部添付してください。（Ｋ）

編集後記
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